
第回品質工学研究発表大会報告

矢
野
宏
品
質
工
学
会
　
理
事
・
名
誉
会
員
応
用
計
測
研
究
所
　
代
表
取
締
役

発
表
テ
ー
マ
件
数
１
０
１
件
本
格
的
な
研
究
が
増
加

大会を振り返って

マ
ク
ロ
視
点
の
方
向
性
さ
ら
に
追
求

伊藤源嗣品質工学会前会長

　
今
年
の
品
質
工
学
研
究
発
表
大

会
は
、
６
月

、

の
両
日
開
催

さ
れ
た
。
品
質
工
学
会
は
一
昨

年
、
前
身
の
「
品
質
工
学
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
が
発
足
し
て
か
ら

周
年

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
年
間
テ
ー

マ
を
「
品
質
工
学
の
果
た
す
べ
き

役
割
を
探
る
」
と
し
、
改
め
て
そ

の

年
間
を
振
り
返
り
、
品
質
工

学
の
原
点
を
再
確
認
す
る
と
と
も

に
、
昨
今
の
製
品
の
複
雑
化
、
シ

ス
テ
ム
の
巨
大
化
へ
の
対
応
を
踏

ま
え
て
マ
ク
ロ
視
点
の
品
質
工
学

を
議
論
し
、
そ
の
方
向
を
探
ろ
う

と
し
た
。

　
昨
年
は
一
昨
年
に
引
き
続
き

「
品
質
工
学
の
果
た
す
べ
き
役
割

を
探
る
」
と
し
、
前
年
を
通
し
て

の
議
論
・
研
究
を
踏
ま
え
て
、
個

別
の
問
題
解
決
や
個
々
の
事
例
研

究
に
止
ま
り
が
ち
で
あ
っ
た
傾
向

か
ら
脱
却
・
発
展
し
て
、
全
体
最

適
を
求
め
、
社
会
的
損
失
の
最
小

化
を
目
指
す
と
い
う
品
質
工
学
の

原
点
に
立
ち
返
り
、
マ
ク
ロ
視
点

か
ら
捉
え
て
そ
の
進
む
べ
き
方
向

を
探
ろ
う
、
と
い
う
方
向
性
を
さ

ら
に
追
求
し
た
。

　
今
年
の
大
会
も
基
本
的
に
昨
年

と
同
様
に
、
「
マ
ク
ロ
視
点
で
の

品
質
工
学
」
「
開
発
・
設
計
に
お

け
る
品
質
工
学
」
「
製
造
段
階
に

お
け
る
品
質
工
学
」
「
評
価
に
お

け
る
品
質
工
学
」
の
特
別
セ
ッ
シ

ョ
ン
を
設
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー

マ
に
合
致
し
た
研
究
発
表
に
加

え
、
学
会
幹
部

司
会
者

に
よ

る
各
テ
ー
マ
に
関
す
る
論
説
が
行

わ
れ
た
。
発
表
・
論
説
と
も
そ
れ

ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
品
質
工

学
の
進
む
べ
き
方
向
を
示
唆
す
る

セ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
。

　
特
に
論
説
は
昨
年
ま
で
２
年
間

の
結
果
を
踏
ま
え
た
貴
重
か
つ
重

要
な
方
向
性
を
示
す
も
の
ば
か
り

で
、
大
会
当
日
の
出
席
者
数
が
会

員
の
数
分
の
１
に
と
ど
ま
る
点
を

考
慮
し
、
ま
た
一
般
会
員
の
理
解

を
さ
ら
に
深
め
る
た
め
に
も
学
会

誌
に
解
説
の
よ
う
な
形
で
集
録
さ

れ
る
こ
と
を
強
く
希
望
す
る
。

　
さ
ら
に
、
そ
の
よ
う
な
試
み
も

含
め
た
こ
の
３
年
間
の
活
動
が
整

理
さ
れ
て
、
品
質
工
学
の
体
系
化

が
分
か
り
や
す
く
整
理
さ
れ
た
形

で
進
む
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で

あ
る
。

　
６
月

、

の
両
日
、
第

回
品
質
工
学
研
究
発
表
大
会
が
東
京
都
品
川
区
の
き
ゅ
り
あ
ん

品
川
区
立
総
合

区
民
会
館

で
開
催
さ
れ
た
。
大
会
テ
ー
マ
は
「
品
質
工
学
の
果
た
す
べ
き
役
割
を
探
る
―
マ
ク
ロ
視
点
で
問
題

解
決
か
ら
の
脱
却
―
」
と
し
、
発
表
テ
ー
マ
件
数
は
１
０
１
件
、
参
加
者
は
６
５
３
人
。
今
大
会
は

周
年
記
念

大
会
か
ら
数
え
て
３
年
目
に
当
た
り
、
提
言
し
て
き
た
「
マ
ク
ロ
視
点
」
に
つ
い
て
の
ま
と
め
と
し
て
、
学
会
有

識
者
に
よ
る
特
別
討
論
会
「
新
し
い
品
質
工
学
の
方
向
性
」
も
開
催
さ
れ
た
。

新
し
い
研
究
の
切
り
口
の
魅
力

　
松
浦
機
械
製
作
所
の
天
谷

浩
一
氏
の
「

売
れ
る
機
械

を
予
測
す
る

マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
へ
の
Ｍ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の

適
用
を
考
え
る

第
２

報

」
は
取
締
役
自
ら
が
発

表
し
て
い
る
こ
と
に
加
え

て
、
本
当
に
売
れ
る
マ
シ
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
予
測
と
そ

の
設
計
問
題
に
切
り
込
ん

だ
。
Ｎ
Ｍ
Ｓ
研
究
会
の
吉
原

均
氏
の
「
日
本
企
業
の
業
績

研
究
に
お
け
る
単
位
空
間
の

検
討
と
企
業
の
項
目
診
断
」

は
、
世
界
的
に
２
０
０
年
以

上
続
い
て
い
る
企
業
５
０
０

０
社
の

％
が
日
本
企
業
で

あ
り
、
そ
の
内
容
が
検
討
さ

れ
て
い
る
。
Ｋ
Ｙ
Ｂ
生
駒
亮

久
氏
の
「
労
働
安
全
意
識
調

査
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
Ｍ
Ｔ

シ
ス
テ
ム
に
よ
る
評
価
」

は
、
名
古
屋
地
区
の
自
動
車

部
品
メ
ー
カ
ー
５
０
０
人
の

安
全
意
識
の
高
い
企
業
の
傾

向
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
大
会
実
行
委
員
長
賞
を
受

賞
し
た
東
海
理
化
の
山
村
英

記
氏
の
「
着
磁
条
件
に
よ
る

磁
石
表
面
の
磁
束
密
度
分
布

制
御
」
は
、
小
型
ス
イ
ッ
チ

の
設
計
と
生
産
技
術
の
協
調

の
課
題
を
明
ら
か
に
し
た
。

松
浦
機
械
製
作
所
の
青
木
規

泰
氏
の
「
組
立
精
度
に
お
け

る
作
業
工
程
の
最
適
化
」

は
、
バ
ー
チ
ャ
ル
設
計
に
よ

り
工
程
作
業
者
に
著
し
い
差

の
あ
る
こ
と
を
工
程
設
計
の

問
題
と
し
、
作
業
者
間
の
差

を
解
消
し
た
。
マ
ツ
ダ
の
岡

山
一
洋
氏
の
「
熱
歪
削
減
に

向
け
た
フ
レ
ー
ム
ハ
ー
ド
条

件
の
最
適
化
」
は
、
５

に

及
ぶ
大
金
型
の
熱
処
理
作
業

の
作
業
能
力
の
向
上
で
あ

る
。
あ
じ
か
ん
の
金
築
利
旺

氏
の
「
毛
髪
除
去
ロ
ー
ラ
ー

使
用
条
件
の
最
適
化
」
は
、

食
品
製
造
工
程
で
の
毛
髪
混

入
を
防
止
す
る
た
め
の
研
究

で
あ
る
。

　
Ｙ
Ｋ
Ｋ
は
新
顔
で
は
あ
る

が
、
７
件
の
発
表
が
あ
り
、

今
後
が
期
待
さ
れ
る
。
富
山

高
等
専
門
学
校
は
新
旧
混
ぜ

た
３
件
の
発
表
が
あ
り
、
特

に
つ
く
ば
地
区
の
地
震
の
予

測
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の

予
測
ま
で
も
可
能
に
し
て
い

る
が
、
専
門
分
野
か
ら
認
め

ら
れ
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い

な
い
。
広
島
地
区
か
ら
は
６

件
の
発
表
が
あ
り
、
か
き
の

養
殖
な
ど
水
産
系
の
継
続

と
、
珍
し
い
研
究
と
し
て
、

広
島
県
立
総
合
技
術
研
究
所

農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
金
好

純
子
氏
の
「
レ
モ
ン
新
品
種

イ
エ
ロ
ー
ベ
ル

の
結
実

安
定
に
関
す
る
最
適
化
研

究
」
は
、
レ
モ
ン
栽
培
の
大

規
模
な
研
究
発
表
で
あ
っ

た
。
ま
た
広
島
市
産
業
振
興

セ
ン
タ
ー
の
山
岡
誠
司
氏
の

「
底
質
に
含
ま
れ
る
水
分
中

の
硫
化
水
素
測
定
方
法
の
評

価
」
は
、
ア
サ
ヒ
技
研
の
中

井
功
氏
「
丸
型
引
張
試
験
片

の
熱
処
理
加
工
技
術
の
開

発
」
、
井
上
克
彦
氏
「
シ
ャ

ル
ピ
ー
基
準
片
の
高
度
化
に

関
す
る
研
究
」
の
強
度
評
価

の
研
究
と
並
ぶ
計
測
技
術
の

重
要
な
研
究
で
あ
っ
た
。

　
小
松
製
作
所
、
富
士
ゼ
ロ

ッ
ク
ス
、
Ｉ
Ｈ
Ｉ
な
ど
の
研

究
も
、
そ
れ
ぞ
れ
重
要
な
研

究
で
あ
っ
た
。

　
今
年
の
呼
び
物
は
、
大
会

初
日
の
午
後
に
行
わ
れ
た
特

別
討
論
会
「
新
し
い
品
質
工

学
の
方
向
性
」
で
あ
っ
た
。

品
質
工
学
会
新
会
長
の
齋
藤

潔
氏
の
司
会
で
、
そ
れ
ぞ
れ

受
賞
実
績
の
あ
る
あ
じ
か
ん

金
築
利
旺
氏
、
Ｎ
Ｍ
Ｓ
研
究

会
吉
原
均
氏
、
吉
野
不
動
産

鑑
定
事
務
所
吉
野
荘
平
氏
、

ト
ヨ
タ
自
動
車
沢
田
龍
作
氏

ら
が
品
質
工
学
へ
の
思
い
を

展
開
し
た
。
こ
の
成
果
が

月

日
に
行
わ
れ
る
第
７
回

品
質
工
学
技
術
戦
略
研
究
発

表
大
会
へ
と
引
き
継
が
れ

る
。

　
今
回
の
大
会
で
は
品
質
工

学
の
創
始
者
田
口
玄
一
博
士

が
目
指
し
た
本
当
の
研
究
が

ま
す
ま
す
進
展
し
た
。
品
質

工
学
を
導
入
し
よ
う
と
す
る

と
、
従
来
の
研
究
の
殻
を
破

ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
専
門
技

術
は
「
専
門
」
と
い
う
殻
に

守
ら
れ
て
い
る
。
ト
ヨ
タ
自

動
車

沢
田
龍
作
氏
「
エ
ン

ジ
ン
オ
イ
ル
消
費
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
た
ロ

バ
ス
ト
設
計
」
、
不
破
直
秀

氏
「
エ
ン
ジ
ン
燃
焼
に
お
け

る
壁
温
分
布
の
最
適
化
」

は
こ
の
殻
の
矛
盾
に
気
付
い

て
、
モ
ノ
づ
く
り
の
死
角
を

克
服
し
よ
う
と
、
自
動
車
の

エ
ン
ジ
ン
設
計
で
、
今
回
２

編
の
新
し
い
発
表
を
行
っ

た
。

　
田
口
博
士
は
次
の
よ
う
な

先
駆
的
な
主
張
を
行
っ
て
き

た
。

　

社
会
の
問
題
で
予
測
や

診
断
や
判
定
の
必
要
の
な
い

社
会
に
す
る
こ
と
。

　

が
不
可
能
か
不

経
済
の
と
き
、
安
く
て
誤
り

の
少
な
い
予
測
、
診
断
、
判

定
な
ど
の
方
法
を
考
え
る
こ

と
。

　

さ
ら
に

が
上
手

く
い
か
な
い
場
合
、
誤
り
が

起
こ
っ
て
も
損
失
が
最
小
に

な
る
処
置
を
考
え
る
こ
と
。

　
こ
れ
ら
の
う
ち
、
品
質
工

学
会
の

年
は

が
中
心

で
、
レ
ベ
ル
の
高
い
研
究
は

と
し
て
部
分
的
に
展
開
さ

れ
て
き
た
。
こ
の

を
本
格

的
に
展
開
し
よ
う
と
い
う
の

が
、
２
０
１
２
年
の
大
会
か

ら
実
行
委
員
長
谷
本
勲
氏

ア
ル
プ
ス
電
気

が
提
案

し
、
目
標
と
し
て
き
た
「
マ

ク
ロ
品
質
工
学
」
で
、
そ
れ

が
明
確
に
生
ま
れ
た
。

　
精
密
測
定
技
術
振
興
財
団

品
質
工
学
賞
発
表
賞
金
賞
と

な
っ
た
コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
の

戸
枝
孝
由
氏
ら
の
「
有
害
物

質
を
出
さ
な
い
こ
と
か
ら
作

ら
な
い
こ
と
へ

第
２
報

―
毒
性
推
定
シ
ス
テ
ム
の
研

究
―
」
は
、
ま
さ
に
題
名
通

り
で
、
コ
ピ
ー
機
メ
ー
カ
ー

で
膨
大
な
損
失
が
発
生
す
る

こ
と
を
防
止
す
る
研
究
で
あ

る
。
銀
賞
と
な
っ
た
ヱ
ス
ケ

ー
石
鹸
の
安
藤
欣
隆
氏
の

「
は
み
が
き
チ
ュ
ー
ブ
接
着

工
程
の
最
適
化
」
は
、
チ
ュ

ー
ブ
の
破
裂
と
い
う
最
終
工

程
の
問
題
を
、
い
わ
ゆ
る
問

題
解
決
で
は
な
く
、
シ
ス
テ

ム
全
体
の
問
題
と
し
て
捉

え
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
問
題

と
し
て
解
決
し
た
。

　
同
じ
く
銀
賞
で
は
広
島
県

立
総
合
技
術
研
究
所
の
水
野

健
一
郎
氏
の
「
Ｍ
Ｔ
シ
ス
テ

ム
に
よ
る
赤
潮
発
生
判
別
の

試
み
」
が
あ
り
、
さ
ら
に
同

研
究
所
の
高

英
之
氏
ら
の

「
合
成
樹
脂
材
を
用
い
た
養

殖
か
き
採
苗
法
の
検
討
」
は

品
質
工
学
会
会
長
賞
を
受
賞

し
た
。
同
じ
く
銀
賞
の
コ
ニ

カ
ミ
ノ
ル
タ
の
近
藤
芳
昭
氏

ら
の
「
画
像
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
技
術
を
用
い
た
構
想
設

計
の
最
適
化
検
討
」
は
、

年
に
田
口
博
士
が
「
コ
ピ
ー

機
の
評
価
は
入
力
画
像
と
出

力
画
像
の
関
係
で
評
価
す
れ

ば
よ
い
」
と
い
う
提
案
の
初

め
て
の
具
体
化
で
あ
る
。

（ ） 【広告特集】 ２０１４年 平成２６年 ７月２５日 金曜日 　　


